
議員氏名：小笠原 陶子 

議案番号：請願第３号 

案 件 名：住宅宿泊事業（民泊）における家主不在型民泊の規制・運用強化を求める請願 

討論内容： 

私は、この請願第３号に反対の立場で討論いたします。 

この文面の解釈の仕方が議員によってそれぞれ違うものだなというふうに今までの討論を聞いて

思うところでございますが、私は請願者の気持ちは十分理解するところでありますし、請願１、２、

３、４つの項目のうち２と３と４は、ほぼほぼ納得できるものであると考えております。 

しかし、委員会での質疑の中で、私どもの町も既に家主不在型民泊を運営している方がある現状

なんですが、トラブルは特に今までなかったということと、その経営者に私もお会いする機会があ

って、その運用の仕方を確認しましたが、十分信頼できるやり方だったというふうに思います。 

そして、今回の請願者の中にもその施設を、百合が丘にあるんですけれども、利用した方もいら

して、利用した後に感想を伺ったときもとてもよかったというお話だったり、またもう一人の方は、

そこの運営に関して手伝いもしているというような状況です、百合が丘の不在型の民泊に関して。 

にもかかわらず、私はこの１番だけがちょっと引っかかるところでありまして、百合が丘は第一

種低層住居専用地域だと思うんですが、大変空き家が増えている中、百合が丘にある民泊に関して

は、私も大変親しくしていた方の空き家を買い取って、きれいにリフォームして、そして貸出して、

そして道路に違法駐車もありませんし、ごみの出し方に対しても特に問題は一切起こしてない状況

を私は知っているものですから、やはりこのように厳しく締めつけることによって、もうちょっと

経済の活性化ができるのではないかという期待が持てない。 

そして、質疑の中で強く働きかけることというのは、強過ぎるみたいな話がありましたけれども、

現実にこの文章はそのように書いてあるので、誠に残念ですけれども、１の部分で賛成できないと

いうところで、今回はこの請願には不採択の立場でございます。以上です。 


